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屋外活動のリスク 
  ー足りないものは大人の数と危機意識  



■水の危険 

学校管理下の体育的活動における死亡事故 

  （1983-2012年度の30年間，部活動指導を除く） 

 

○水泳指導・水遊び 

 ・・・212件 

  ［幼・保～小3：41件， 幼・保～小6：120件］ 

 

○全球技（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ,ｻｯｶｰ,ﾄﾞｯﾁﾞﾎﾞｰﾙ…卓球,ﾎｯｹｰ等） 

 ・・・235件 

  ［幼・保～小3：6件， 幼・保～小6：26件］ 
 



お泊り保育の施設 ふれあいの里 ブログ (http://ishizuchi.exblog.jp/) 







■「教育(学)」に潜む問題点 

○「子どもが死ぬかもしれない」という前提
（危機意識）をもっていない 

○自然体験を礼賛することはあっても，自然
体験に脅威を抱くことはない 

＜小学校学習指導要領解説 特別活動編 p. 93＞ 

児童の発達の段階や人間関係の希薄化や自然体験の減少と
いった児童を取り巻く状況の変化を踏まえると，小学校段
階においては，自然の中での集団宿泊活動を重点的に推進
することが望まれる… 

学校の実態や児童の発達の段階を考慮しつつ，一定期間
（例えば１週間（５日間）程度）にわたって行うことが望
まれる。 



○重大事故が起こりうる場所に，屋内で
の教諭対子ども比で向かう 

例）修学旅行 

  ・・・30人の子どもを1～2名の教諭が引率 
 

  ※「修学旅行実施基準」（全国修学旅行研究協会）の調査 

   を参照 

■屋外の活動における最大の問題点 

○上記のことについて，無自覚！ 



■求められる対策 

○十分な数の大人を確保する 

 
# 屋外活動（自然体験）の機会・・・少ない 

# 不審者対策・・・毎日 

→ 人・物・金・情報を不審者対策に費やす 

 余裕があるなら，その一部を屋外活動へ！ 

 

 

それができないならば… 

○活動の場所を変更する 

屋外の活動に対する危機意識の共有 


